
校長室より⑫

性教育月間（1月25日～2月15日）

（校長講話プレゼンより）

性教育月間最初の校長講話では、「数字でみる私たちの命」ということで、私たちの命は奇

跡的に誕生している事をご先祖様の数と受精の確率から考えてみました。さらにこの旬間では、

性の多様性や心の性、男女を互いに尊重し合うこと、これから生まれてくる命について等この

旬間で考えてほしいことについて話しました。

各学年の授業では、１学年は「命の誕生」２学年は「思春期の性意識と性に関わる人権侵害」、

３学年は「中高生の妊娠について」の内容で担任と養護教諭による授業を行いました。

大事に育てられてきた家族に感謝の気持ちを持ったり、男女互いに相手の気持ちを理解しな

がら性衝動をコントロールすることを考えたりすることができました。

自分もまわりの人もそしてこれから生まれてくる命も大切にすることを学習しました。



参観日（1月27日）

性教育月間中ということで、参観授業も性教育を行いました。お忙しい中、多くのご家庭の

皆様にお越しいただき、ありがとうございました。

（校長講話プレゼンより）

参観後の校長講話では、学校自己評価アンケートの結果等から今年度 1 年間の学校教育活動
について振り返り、来年度への方向をお話ししました。

生徒の授業評価も高く、保護者の皆様からも高い評価をいただいていることに感謝していま

す。また、わかりやすく楽しい授業から、生徒が主体的に学ぶ学習の姿が多く見られたこと、

天龍中学校の授業力向上に向けて、学び合う教師集団としてよい授業をみんなで作り上げる雰

囲気であることが校長にとって大変うれしいと感じていることを話しました。

今年度、コロナ禍であるからこそ見直したり、学ぶことができたりしたことも数多くありま

した。そこから、来年度の方向として、自分で考えてできる学習を自分で進める家庭学習とな

るように指導していくこと、やらされている家庭学習でなく、本当の自分の身になる家庭学習

となるようにしていきたいことをお伝えしました。これには私たち教師の指導の研究も必要で

すので、徐々に進めていければと考えています。



1年生職場見学（2月4日）
職場見学で「花田酒店」「おきよめの湯」「南信州菓子工房」の 3 か所を見学させていただき

ました。それぞれの場所で、仕事に対する想いややりがい、大変さなどを語っていただき、「働

く」ということについて考えました。自分の将来について考える良いきっかけとなりました。

梅花プロジェクト 製品作りと贈呈 ・ ハンガー製作会

天龍中学校の梅花プロジェクトとハンガープロジェクトも今年度のまとめと締めくくりをし

ています。今年度は、コロナ禍で村の方々とハンガーを製作したり、梅花駅伝で製品を販売し

たりすることができませんでした。そこで、今年度の締めくくりとして、村内のお世話になっ

た方々へ感謝の気持ちを込めて、クッキーや梅ジャム抹茶チョコレートなどの製品をつくり、

生徒が直接各所に出向いてお届けをしました。また、ハンガー製作会でお世話になった方々へ

１７本のハンガーをお届けしました。お届けしたお宅や事業所では、大変喜んでくださって、

一緒にお茶を飲んだり、楽しくお話も聞かせていただいたりしてきました。

【生徒の感想より】

自分のやりたいことをするだけでなく誰かのためになるような、喜んでもらえるような仕事がした

いと思った。大変なことがあってもそれを「どう乗り越えるか」や「どうチャンスに変えるか」を

考えることができる人になりたいと思った。


